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ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●ごみに関すること（常総環境センター）
●消防に関すること（常総広域消防）
●スポーツ施設に関すること（常総運動公園）
●いこいの郷 常総に関すること（地域交流センター）

●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課（総括）」
●消防テレフォンサービス
　（常総《旧石下地区を除く》･守谷・つくばみらい地区）
●県南総合防災センター
●障害者支援施設（ふれあいの杜）

0297（48）2314
0297（23）0119
0297（48）5675
0297（48）3217

0297（48）2339
0297（22）0119

0297（83）2776
0297（27）5016

※新型コロナウイルス感染症対策に係る施設の利用上の注意や、イベントの中止、ごみの出し方については、ホームーページをご確認いただくか、
　電話でお問い合わせください。

それ、本当にそれ、本当に

常総環境センターに搬入された不燃ごみ

　

調
査
結
果
は
、
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
た
不
燃
ご
み
の
う
ち
資
源

物
が
70
％
以
上
で
し
た
。

　

ご
み
の
間
違
っ
た
出
し
方
例
と
し
て

は
、
レ
ジ
袋
に
何
も
か
も
一
緒
に
入
れ

て
あ
る
も
の
、
汚
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
や
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ

ル
の
付
い
た
ま
ま
の「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

を
一
袋
い
っ
ぱ
い
に
入
れ
た
不
燃
ご
み

袋
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
分

別
の
ひ
と
手
間
を
か
け
て
も
ら
え
れ

ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
の
に
、
大
変

残
念
な
こ
と
で
す
。

　

資
源
と
な
る
も
の
を
き
ち
ん
と
分
け

て
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
資
源
や
ご
み
を

出
す
こ
と
で
、
ご
み
の
焼
却
量
を
減
ら

し
、
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみですか‼ごみですか‼ごみですか‼
（分別の徹底をしてください）（分別の徹底をしてください）

不燃ごみの 70％以上が資源不燃ごみの 70％以上が資源
　

不
燃
ご
み
と
し
て
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
ご
み
は
、本
当
に

不
燃
ご
み
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？
資
源
物
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　

こ
の
た
び
、常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
無
作
為
に
1
3
0
㎏
を
ご
み

ピ
ッ
ト（
ご
み
を
一
時
的
に
た
め
て
お
く
場
所
）か
ら
取
り
出
し
中
身
を
調

査
し
ま
し
た
。

不燃ごみピット クレーンで取り出し、中身を調査
仕分

抽出

不燃ごみ不燃ごみ袋

処理困難物

空き缶類ペットボトル

資源物 資源物

プラスチック製容器包装資源物

不燃ごみ
18％（24kg）

プラ容器包装
65％（84kg）

資源物
73％

不燃ごみ袋2％（2kg）

処理困難物7％（9kg）

空き缶類
2％（3kg）

ペットボトル
6％（8kg）



新しい生活様式になっても ごみの減量・分別を忘れずに！！新しい生活様式になっても ごみの減量・分別を忘れずに！！

じ ょ う そ う令和3年6月6日発行 第66号（２）

　令和２年度のごみ量は、前年度と比較して 895 トン（1.3％）
の増加となりました。それぞれのごみの種類で見ると、可燃ごみ
は 92 トン（0.2％）の減少となりましたが、その他のごみは増え
ています。（右表）
　これらの原因としては、新型コロナウイルス感染症による新し
い生活様式に伴い事業活動からのごみが減った一方、家で過ごす
時間が増えたため家庭からの生活ごみが増えたこと、片付けなど
で粗大ごみ等が増えたことが考えられます。

　常総環境センターの年間最大焼却量は約 70,000 トン
です。それに対し令和 2 年度の焼却量は、可燃ごみ以外
の資源化できなかったごみも処理するため、約 69,600
トンとなっていて、まさにフル稼働しています。
　皆さんの家では、新しい生活様式に伴い、ごみの中身
が変わっていませんか？持続可能なごみ処理のために、
ごみの減量を考えたり、出し方を見直してみましょう。

令和 2年度のごみ量

環境センターの運転状況

　○ 食料・食品は、必要な分だけ買いましょう。
　○ レジ袋が有料になりました。マイバッグを持参しましょう。
　○ 調理の時、生ごみは水切りを。
　○ レトルト食品などの紙箱は、雑紙として資源物に。
　○ プラマークのある包装材は、きれいにしてプラスチック製容器包装に。

ごみを減らすために

令和元年度・2年度ごみ量　　　　　 （単位：トン）

ごみ種

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源物

有害ごみ

合　計

54,209

9,383

2,086

5,341

65

71,084

54,117

9,946

2,295

5,550

71

71,979

△92

563

209

209

6

895

△0.2

6.0

10.0

3.9

9.2

1.3

令和元年度 令和 2年度 増　減 割合（％）

ケース 1　家で調理することが増えた

　○ 買う前に、本当に必要なものなのか考えましょう。
　　（修理は出来ませんか？）
　○ ダンボールは送り状をはがして畳んで資源物に。
　○ 厚紙封筒は、プライバシーに気を付けて雑紙に。

ケース２　通販を利用することが多くなった

　○ 古本、古着、家電品、家具に雑貨。リサイクルショップに売れませんか？ひょっとして結構な値段が付くかも !?
　○ 欲しがっている人はいませんか？市によっては、リサイクル掲示板などがあります。また、インターネットを利用するのも一つの方法です。

ケース３　家の片づけをしたくなった

常総広域圏内では、ごみを減らすために５R（R1：リフューズ（断る） R2：リデュース（発生抑制） 
R3：リユース（再使用） R4：リペア（修理） R5：リサイクル（再生利用）を推進しています。
このほかにもいろいろなケースに合わせ、一人一人がごみの減量、分別、適正な排出に心掛けていただきますよう
お願いいたします。

常総環境センターでは、毎年周辺地域のダイオキシン類、施設の排ガス測定及び放射能分析を実施しています。
令和 2年度の測定結果も、前年度同様に国の基準値を大きく下回っており、安全な運転を実施しています。環境測定結果

◆排ガス分析結果

◆周辺地域ダイオキシン類調査結果
調査対象 単　　位 最　　小 最　　大 平　　均 国の基準値

土壌（周辺7箇所）

大気（周辺13箇所）

pg-TEQ/g

pg-TEQ/㎥

0.8

0.0067

16

0.045

◆放射能分析結果
項　　目 単　位

Bq/㎥
1号
2号
3号

炉 最　小 最　大

排ガス

溶融スラグ
溶融不適物
飛灰処理物
排　水

大野川上流
大野川下流

Bq/kg
Bq/kg
Bq/kg
Bq/L
Bq/L
Bq/L

不　検　出
不　検　出
不　検　出

不　検　出
不　検　出
不　検　出

19
不　検　出

80

80
57
784

7.2

0.019

1,000

0.6

ダイオキシン類

ばいじん

塩化水素

硫黄酸化物

窒素酸化物

一酸化炭素

ng-TEQ/㎥Ｎ

g/㎥Ｎ

ppｍ

ppｍ

ppｍ

ppｍ

0.000018

0.0006

1.8

0.3

52

3

0.01

0.01

67

50

100

15

1

0.08

430

3,300

250

30

項　　目 単　　位 最　　小 最　　大 自主基準値 国の基準値

お願い

0.0062

0.0007

49

11

85

10

食品トレイは
キレイに

洗って資源に

ペットボトルは
中身を空にして
洗って、ラベルと
キャップを分別

段ボールは
畳んでまとめる

不要になった
ものはリサイクル
ショップ等へ

※　「不検出」とは、検出下限値未満

ごみ焼却能力
約 70,000 トン

可燃ごみ
不燃ごみ
（鉄やアルミ、危険物
 を取り除いたもの）

粗大ごみ
（砕いた後、鉄やアルミ
 を取り除いたもの）

ペットボトル・
プラスチック製容器包装
（分別や排出のルールが守られて
 いないもの）

令和２年度ごみ焼却量
約 69,600 トン
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（歳入）
分担金及び負担金

分担金及び負担金（83.5％）
59億6,761万4千円

消防費（38.7％）
27億6,545万9千円

衛生費（31.1％）
22億2,043万7千円

公債費（16.5％）
11億7,652万5千円

総務費（2.9％）
2億420万5千円

民生費（0.6％）
4,692万1千円

予備費（1.4％）
1億円

使用料及び
手数料

構成4市等からの負担金

常総運動公園施設使用料等、ごみ処理・危険
物取扱手数料

障がい者支援施設空調設備更新事業、室内
温水プール改修事業、化学消防ポンプ自動
車購入事業等の借入金

諸収入

組合債

容器包装リサイクル協会拠出金、指定管理者
電気及び上下水道使用料、高速道路救急業
務支弁金など

国庫支出金
室内温水プール改修事業、化学消防ポンプ
自動車購入事業等に対する国からの補助金

財産収入 自動販売機設置等敷地貸付料

繰越金 前年度繰越金

（歳出）

衛生費

公債費

土木費

消防費
消防の管理運営経費、守谷消防署庁舎及び訓練施
設改修工事費、化学消防ポンプ自動車等購入費

環境センター管理運営経費、放射能対策経費

組合が借り入れたお金の返済金

運動公園の管理運営経費、室内温水プール
改修工事費・施工監理費

議会費 組合議会の運営経費

民生費
障がい者支援施設管理経費、障がい者支援
施設空調設備更新工事費

総務費
総括的運営調整経費、職員共同研修経費、監
査・防災センター・交流センターの運営経費、
防災センター空調設備改修工事実施設計費

　

令
和
２
年
11
月
16
日
（
月
）
守
谷
消
防

署
に
35
メ
ー
ト
ル
級
先
端
屈
折
式
は
し
ご

車
を
更
新
し
ま
し
た
。 

　

特
徴
は
、
先
端
か
ら
2.5
メ
ー
ト
ル
の
部

分
が
80
度
屈
折
す
る
構
造
で
、
電
線
や
屋

上
の
フ
ェ
ン
ス
な
ど

の
障
害
物
を
避
け
て

活
動
で
き
、
要
救
助

者
の
素
早
い
救
出
、

放
水
活
動
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。 

　

令
和
２
年
10
月
27
日
（
火
）
つ
く
ば
み

ら
い
消
防
署
東
部
出
張
所
の
水
槽
付
消
防

ポ
ン
プ
車
を
更
新
し
ま
し
た
。
泡
消
火
装

置
搭
載
で
、
消
火
効
率
が
向
上
し
ま
し

た
。 

令
和
３
年
度
全
国
統
一防
火
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
と
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
は
、
火

災
予
防
思
想
を
よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
共
催
で
全
国
統
一
防
火
標
語
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

56
回
を
迎
え
た
今
回
の
募
集
に
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

1
7,
5
8
8
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
こ
ち
ら
の
標
語
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

消 防 か ら の お 知 ら せ

令和３年度組合予算の概要

歳入総額
71億4,352万5千円

繰越金（2.2％）
1億5,617万7千円使用料及び手数料

（4.3％）
3億425万4千円

組合債（7.7％）
5億5,270万円

財産収入（0.0％）
333万8千円

歳出総額
71億4,352万5千円

議会費（0.0％）
87万6千円

議 会 報 告議 会 報 告

装
備
を
充
実
し
ま
し
た
！

は
し
ご
付
消
防
自
動
車 

　

令
和
３
年
２
月
22
日
（
月
）
水
海
道
消

防
署
の
高
規
格
救
急
車
を
更
新
し
ま
し

た
。 高

規
格
救
急
自
動
車

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

令和３年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計予算が、第１回組合議会定例会に
おいて審議され、可決されました。 前年度と比較すると 5億 5，０７０万 7千円（8.4 ％）
の増額となりました。 

「
お
う
ち
時
間　

家
庭
で
点
検　

火
の
始
末
」

令和２年１２月２４日開催の第４回臨時会

令和３年２月１６日開催の第１回定例会

常総地方広域市町村圏事務組合火災予防条例の一部を改正する条例について議案第１８号

令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第５号）について議案第１9号

議案番号

議案番号

議決結果等案　　　　　　件

議決結果等案　　　　　　件

原案可決

常総運動公園管理条例について議案第1号 原案可決

常総広域地域交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について議案第2号 原案可決

東京電力株式会社原子力発電所事故に係る損害賠償のあっせんの申立てについて議案第3号 原案可決

常総広域地域交流センター前指定管理者との和解について議案第4号 原案可決

令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第６号）について議案第5号 原案可決

令和３年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計予算について議案第6号 原案可決

原案可決

国庫支出金（1.6％）
1億1,259万3千円

諸収入（0.7％）
4,684万9千円

土木費（8.8％）
6億2,910万2千円



〇
自
由
広
場
照
明
設
備
増
設

　

自
由
広
場
の
う
ち
、
利
用
率
の
高
い
環
境
セ
ン

タ
ー
側
の
照
明
設
備
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
、
既
設
照
明
塔
２
基
を
８
灯
に
増
設
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
照
明
塔
２
基
（
１
基
に
つ
き
８

灯
）
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　

照
度
が
改
善
し
た
こ
と
で
、
快
適
に
夜
間
も
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

〇
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

　

常
総
運
動
公
園
で
は
、
安
心
・
安
全
に
施
設
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
施
設
の
消
毒
、
ス
タ
ッ
フ

の
健
康
管
理
な
ど
を
徹
底
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
運
動
時
以
外
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
感
染
症
と
思
わ
れ
る
症
状
の
あ
る
方
や
２

週
間
以
内
に
感
染
者
と
接
触
し
た
方
は
、
施
設
利
用

を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
室
内
温
水
プ
ー
ル
の
休
場

　

令
和
３
年
５
月
24
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
設
備
改
修
工
事
の
た
め
室
内
温
水
プ
ー

ル
が
休
場
と
な
り
ま
す
。 

工
事
内
容
は
、
照
明

設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
屋
根
部
分
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド

床
面
、
プ
ー
ル
缶
体
及
び
配
管
等
の
基
幹
部
分

を
中
心
に
改
修
し
ま
す
。 

ご
利
用
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
再
開
す
る
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

じ ょ う そ う令和3年6月6日発行 第66号（４）

採用予定人員

申し込み
問い合わせ

令和4年度採用　常総地方広域市町村圏事務組合消防職員　１2名

令和3年7月12日（月）～8月6日（金）　土日祝日を除く　午前8:30～午後5:15
常総地方広域市町村圏事務組合消防本部　総務課　TEL　0297-23-0902

提出書類

①　受験願書（常総広域消防本部、水海道消防署、守谷消防署、つくばみらい消防署で配布。
　　また、常総広域ホームページからもダウンロードできます）
　　http://www.jyouso-koiki.or.jp/shobo/index.html#shoboboshu
②　卒業（見込）証明書　③　最終学歴の成績証明書　④　現在所有している資格・免許の写し

身体的要件
◆視力・・・両眼で0.8以上（矯正を含む）、かつ一眼でそれぞれ0.5以上、
　　　　  赤色・青色・黄色の色彩が識別できること
◆聴力・・・左右正常であること

受験資格 平成6年4月2日～平成16年4月1日に生まれ、高校卒業または同等以上の学力を有する方
（令和4年3月卒業見込みを含む）

第一次試験 《期日》令和3年9月19日（日）
《試験内容・会場》教養・作文試験　体力試験　　茨城県立水海道第一高等学校

第二次試験 第一次試験合格者に後日通知します

地域を守る 消防官 を募集します！

女性消防官活躍中！

「災害時における消防活動の協力に関する協定」
　

令
和
３
年
３
月
25
日
（
木
）
火
災
、
救
急
、
救
助
等
の
災
害

時
に
お
け
る
建
設
重
機
に
よ
る
協
力
体
制
を
強
化
す
る
た
め

に
、
構
成
３
市
の
建
設
業
団
体
（
常
総
市
建
友
会
水
海
道
地
区

会
、
守
谷
市
災
害
対
策
協
力
会
及
び
つ
く
ば
み
ら
い
市
建
設
安

全
協
力
会
）
と
の
災
害
協
力
協
定
内
容
を
改
め
ま
し
た
。 

　

改
定
前
は
発
生
し
た
市
内
別
に
各
建
設
業
団
体
へ
協
力
要
請

を
行
う
も
の
で
し
た
が
、
改
定
後
は
協
力
要
請
区
域
を
当
消
防

本
部
の
管
轄
区
域
全
体
に
拡
大
す
る
な
ど
、
各
建
設
業
団
体
と

の
連
携
及
び
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。 

　

本
協
定
は
、
平
成
29
年
2
月
に
発
生
し
た
「
埼
玉
県
三
芳
町

の
大
規
模
倉
庫
火
災
」
を
受
け
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
外
壁
等

の
破
壊
及
び
水
利
の
確
保
等
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
取
り
組

む
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
更
に
は
、
令
和
元
年
5
月
に
当

管
内
で
発
生
し
た
「
常
総
市
坂
手
町
廃
材
置
場
火
災
」
に
お
い

て
も
建
設
重
機
を
使
用
し
た
消
火
活
動
が
有
効
で
あ
る
旨
の
提

言
が
な
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
茨
城
県
で
は
令
和
2
年
2
月
に

茨
城
県
建
設
業
協
会
と
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　

当
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
こ
と
を
重
大
に
受
け
止
め
、
今
ま

で
の
建
設
重
機
協
定
「
火
災
現
場
等
の
消
防
活
動
支
援
に
関
す

る
業
務
委
託
協
定
」
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

〇
災
害
協
力
協
定
先
（
出
席
者
） 

　

・
常
総
市
建
友
会
水
海
道
地
区
会 

　
　

会　

長　

山
本　

正
一
（
㈱
山
庄
工
業
） 

　
　

副
会
長　

大
堀　

和
久
（
㈱
大
堀
工
務
店
） 

　

・
守
谷
市
災
害
対
策
協
力
会 

　
　

副
会
長　

由
良　

宣
明
（
令
和
建
設
㈱
） 

　
　

副
会
長　

大
山　
　

孝 

（
㈱
大
山
設
備
） 

　

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
建
設
安
全
協
力
会 

　
　

会　

長　

小
林　

伸
行
（
㈱
新
み
ら
い
） 

　
　

副
会
長　

海
老
原
雅
夫
（
成
建
工
業
㈱
） 

常
総
運
動
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

常
総
運
動
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

常総運動公園全体

照明設備（一部不点灯）

屋根部（雨漏り）プール缶体の補強材（腐食）

プールサイド床面（劣化）配管（腐食）

自由広場ナイター照明

《室内温水プールの現状》


